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矢印の方向から見ると 

実際の電子顕微鏡写真 

VICS-II 

１Å＝0.1ｎｍ 

電子顕微鏡でみたSi単結晶の原子配列 
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200nm 

大量の積層欠陥 

Li-2次電池物質の電子顕微鏡解析 

100nm 
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電子散乱・励起分光による構造・機能の研究 

電子顕微鏡を用いた顕微物性研究 

軟X線発光（SXES） 

価電子状態 Secondary electrons 

(SEM) 

Auge electrons 

(AES) 

弾性散乱電子（CBED） 

結晶構造・価電子分布 

非弾性散乱電子（EELS） 

電子構造・誘電物性 

e- 

試料 

e- 

Photon emission 

(CL) 

高速入射電子 

透過電子 



熱線遮蔽材料の機能解明（応用研究） 

実際の研究：例えば・・・ 

熱線遮蔽フィルム 

窓ガラス 

太陽光 可視光 

（住友金属鉱山（株）との共同研究） 

軌道秩序状態の直接観察（基礎研究） 

なぜ金属ナノ粒子が赤外線を散乱？ 

      ↓ 

粒子1 

結晶 

粒子2 e-beam 

LaB6 微粒子 

金属ナノ粒子の赤
外応答（熱遮蔽の
起源）を解明 

電子ナノプローブ 

＆ 

20nm 

（有馬研究室との共同研究） 

実験（室温） 
実験（低温） 

計算（低温） 

予想モデル 

e-beam 価電子状態に敏感な低
角散乱強度の精密解析
によりFeCrO4の異方的
分布の可視化に成功 解析 
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解析にはシュレーディンガーの波動方程式を解く 

 解析にはシュレーディンガーの 

波動方程式を解く必要あり  

物質中の原子種・配列の情報 入射電子の波動関数 

入射電子のエネルギー： v～c/2 

   → 相対論効果をV（ｒ）に取り込んだ計算をする 

物質中での高速電子表す波動関数 

クラスター計算システム 
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結晶ポテンシャル解析用分光顕微鏡 
-計算システムと一体で定量解析を実現- 

総合分析電子顕微鏡 
 ・トンネル電流光源、収差補正 

 ・sun-Åプローブ→構造研究 

 ・吸収分光→光学特性、伝導帯研究 

 ・発光分光→価電子帯研究 

形態観察-分光電子顕微鏡 
-新規機能材料解析用に開発中！- 

高分解能分光電子顕微鏡 
-ナノプローブで近赤外分光を実現- 

発光分光電子顕微鏡 
-リチウム分析を実現- 
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・ クラスタ物質やナノネットワーク物質：新たな構造単位物質の物性

 CNT、カーボンクラスタ、ボロンクラスタ、機能性ナノ粒子、・・・ 

・ 擬ギャップと結合状態変化の相関：構造安定性と電子状態  

  準結晶、近似結晶、金属間化合物、・・・ 

・ 強相関電子系物質：構造と電子状態の相関 

   マルチフェロイック物質 

・ 構造相転移と静電ポテンシャル分布の研究 

  強誘電体、相転移、価電子分布変化 

・ ナノスケール軟X線発光分析システムの開発  

    産・官・学連携の分析機器開発 → 商品化 

研究スタッフ：3人、技術スタッフ：1人 

学生：M2-2人、M1-1人 

現在の研究テーマ 

単にデータを取って解

析するだけでなく、必

要な実験装置・解析ソ

フトは自分たちで工夫

することを重視してい

ます。 


